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北
条
幻
庵
宗
哲
は
伊
勢
宗
瑞
の
末
子

で
あ
り
、
成
立
年
不
詳
の 『
小
田
原
記
』 

に
は 

「
幻
庵
と
申
す
は
久
野
と
い
う
所

に
居
住
あ
る
程
に
久
野
幻
庵
と
申
す
」 

と
あ
る
。
久
野
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら 

「
久
野
殿
」 

と
も
呼
ば
れ
、
久
野
北
条

氏
を
称
し
た
と
さ
れ
る 

〔
黒
田
二
〇
〇

七
〕。「
北
条
幻
庵
屋
敷
跡
」 

と
は
、
こ

の
久
野
北
条
氏
の
本
拠
と
さ
れ
る
場
所

で
あ
る
。
天
正
一
八
年 

（
一
五
九
〇
） 

豊
臣
軍
が
射
程
と
し
た 

「
北
条
家
人
数

覚
書
」 （
毛
利
家
文
書
） 

に
記
さ
れ
た 

「
筥
根
寄
斎
」 

こ
と
北
条
氏
隆 

（
幻
庵

宗
哲
の
孫
） 

の
持
ち
城 

「
く
の
ゝ
城
」 

＝
久
野
城
が
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、久
野
城

と
言
わ
れ
て
、
す

ぐ
に
そ
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
ら
れ
る

人
は
少
な
い
で
あ

ろ
う
。
豊
臣
軍
に

認
識
さ
れ
て
い
た

城
館
な
が
ら
、
現

在
そ
の
痕
跡
は
僅

か
で
あ
り
、
城
跡

と
し
て
の
明
確
な

遺
構
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

幻
の
城
で
あ
る
。

天
保
一

二

年 
（
一
八
四
一
）
成
立

と
さ
れ
る 

『
新
編

相
模
国
風
土
記
稿
』 

に
は
、 「
小
名
中

宿
に
あ
り
、
𤄃
三
千
坪
、
今
白
田
を
開

き
、
祖
地
と
な
れ
り
、
廻
り
は
竹
林
に

て
南
の
方
に
石
垣
の
形
あ
り
、
盖
門
戸

の
蹟
な
る
べ
し
、
此
地
の
南
に
續
て
、

中
屋
鋪
太
皷
屋
敷
、
東
に
七
軒
屋
鋪
等

の
字
あ
り
、
こ
れ
幻
庵
居
住
の
遺
名
な

り
と
云
」 

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
九

世
紀
の
半
ば
の
時
点
で
は
、
畑
と
な
っ

て
い
る
お
よ
そ
九
九
一
七
㎡
の
広
さ
の

土
地
が
幻
庵
居
住
の
地
と
し
て
伝
え
ら

れ
、
南
側
に
は
門
の
跡
と
考
え
ら
れ
る

石
垣
の
名
残
が
あ
っ
て
、 「
中
屋
鋪
」 

「
太
皷
屋
敷
」 

と
の
小
字
が
、
東
側
に

は 

「
七
軒
屋
敷
」
と
の
小
字
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に 

『
新
編
相
模

国
風
土
記
稿
』
は
、
寛
文
一
二
年 

（
一
六
七
二
） 

の 

『
足
利
下
郡
久
野
村

明
細
帳
』 

に
あ
る 

「
北
条
幻
庵
御
屋
敷

百
弐
拾
三
間
ニ
九
拾
五
間
程
乃
構
」 

を

引
用
し
て
い
る
。
こ
の
広
さ
を
計
算
す

る
と
、
約
三
八
・
六
一
六
㎡
と
な
る
。

立
木
望
隆
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
載
や

伝
承
、
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
な
ど
を

も
と
に
、
図
１
の
よ
う
に
「
北
条
幻
庵

屋
敷
跡
」
を
想
定
し
て
い
る
〔
立
木

一
九
八
三
〕。
ま
た
、
小
田
原
市
教
育

委
員
会
の
委
託
を
受
け
た
小
田
原
城
郭

研
究
会
は
、
立
木
氏
の
検
証
結
果
を
継

承
・
批
判
し
つ
つ
、
図
２ 

（
次
頁
） 

の

よ
う
な
想
定
図
を
作
成
し
て
い
る
〔
小

田
原
城
郭
研
究
会
編
一
九
九
九
〕。
い

【図 1】立木望隆氏による 「略図」 〔立木 1983］ より

―― 小田原市久野に
　北条幻庵屋敷跡北条幻庵屋敷跡 と伝わる場所がある

巻 

頭
特  別
寄  稿

幻
の 「
く
の
ゝ
城
」

小
田
原
市
文
化
財
課
　
佐
々
木
健
策
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ず
れ
も
僅
か
に
残
る
文
献
史
料
や
現
地

調
査
、
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を
加
味

し
た
歴
史
地
理
学
的
検
証
を
踏
ま
え
た

想
定
図
で
あ
る
が
、
考
古
学
的
な
発
掘

調
査
成
果
が
乏
し
い
中
で
の
想
定
で
あ

っ
た
点
は
否
め
な
い
。
こ
の
時
ま
で
に

考
古
学
的
に
確
認
さ
れ
て
い
た
久
野
城

と
思
し
き
痕
跡
は
、
久
野
中
宿
公
民
館

の
建
設
工
事
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
た
堀
の
み
で
あ

り 

〔
南
館
一
九
八
六
〕、
考
古
学
的
な

事
実
確
認
が
な
い
中
で
の
想
定
復
元
で

あ
る
た
め
、
些
か
信
憑
性
に
欠
け
る
復

元
想
定
図
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
、

考
古
学
的
に
も
久

野
城
の
痕
跡
と
思

わ
れ
る
遺
構
が
確

認
さ
れ
た
。
場
所

は
、
平
成
二
一
年

に
調
査
が
行
わ
れ

た
久
野
沢
尻
遺
跡

第
Ⅰ
地
点
で
あ
る 

（
図
２
）。
こ
こ
で

は
上
幅
約
七
・
二

ｍ
、
下
幅
約
三
・
三

ｍ
、
深
さ
は
約
三
・

五
ｍ
を
測
る
箱
堀

が
確
認
さ
れ
て
い

る 

（
写
真
１
）。
こ

の
堀
の
最
大
の
特

徴
は
、
堀
の
底
部

両
脇
に
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
同
様
の
形
態
の
堀
は
小
田
原
周
辺

で
は
未
確
認
で
あ
る
。
堀
底
面
が
平
滑

に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
両
脇
に
溝
を

伴
う
構
造
か
ら
堀
底
道
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

堀
覆
土
中
か
ら
は
、
戦
国
期
の
中
国

製
の
染
付
皿
や
小
田
原
城
周
辺
や
小
田

原
北
条
氏
の
支
城
の
中
心
部 

（
主
郭
や

宗
教
施
設
） 

で
し
か
出
土
し
て
い
な
い

手
づ
く
ね
成
形
の
か
わ
ら
け
も
出
土
し

て
お
り
、
こ
の
場
所
の
重
要
性
が
指
摘

で
き
る
。

　

こ
の
他
、
久
野
中
久
野
遺
跡
第
Ⅱ
地

点
で
堀
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
久
野
森
上
遺
跡
第
Ⅴ
地
点
で

は
戦
国
期
の
か
わ
ら
け
が
出
土
し
て
い

る （
図
２
）。

久
野
沢
尻
遺
跡
第
Ⅰ
地
点
・
久
野
中

久
野
遺
跡
第
Ⅱ
地
点
で
確
認
し
た
堀

は
、
立
木
氏
が
記
す 

「
げ
ん
あ
ん
さ
ん

の
空
堀
」 

に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る 

〔
立
木
一
九
八
三
〕。
久
野
沢
尻
遺
跡
第

Ⅰ
地
点
の
調
査
成
果
で
は
、
堀
中
位
で

宝
永
火
山
灰 

（
一
七
〇
七
年
降
灰
） 

が

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時

代
の
半
ば
に
は
堀
は
埋
ま
り
き
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ

の
堀
の
名
残
が 

「
げ
ん
あ

ん
さ
ん
の
空
堀
」 

と
の
呼

称
・
伝
承
の
基
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
発
見
は
、
立
木

氏
や
小
田
原
城
郭
研
究
会

の
調
査
結
果
を
裏
付
け
る

も
の
で
も
あ
り
、
図
２
の

復
元
想
定
図
の
一
部
が
肯

定
さ
れ
た
こ
と
に
も
な
る
。

幻
の 「
久
の
ゝ
城
」 

確
認
の

き
っ
か
け
に
も
な
る
成
果

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
調

査
成
果
を
蓄
積
・
分
析
す

る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な

久
野
城
の
姿
を
明
ら
か
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【図 2】小田原城郭研究会による 「北条幻庵屋敷範囲想定図」
〔小田原城郭研究会編 1999〕 を一部改変

★久野中久野遺跡★久野中久野遺跡

★久野沢尻遺跡★久野沢尻遺跡
久野森上遺跡★久野森上遺跡★

【写真 1】久野沢尻遺跡第Ⅰ地点 1 号堀

　

・
立
木
望
隆 （
一
九
八
三
）

　
　
　『
北
条
幻
庵
伝
略
』

　
　
　
郷
土
文
化
研
究
所

　
・
黒
田
基
樹 （
二
〇
〇
七
）

　
　
　『
北
条
早
雲
と
そ
の
一
族
』

　
　
　
新
人
物
往
来
社

　
・
南
館
則
夫 （
一
九
八
六
）

　
　
　「
北
条
幻
庵
居
館
址
の
調
査
」

　
　
　『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』

　
　
　
小
田
原
市
文
化
財
調
査
報
告
書
21
集
　

　
　
　
小
田
原
市
教
育
委
員
会

【
参
考
文
献
】
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堵
の
瞬
間
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
人
、
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
る

人
、
と
様
々
。
お
客
様
の
目
が
輝
い
て

い
る
。
花
の
観
賞
よ
り
感
嘆
の
表
情
が

私
に
は
喜
ば
し
い
と
こ
ろ
。

イ
ワ
タ
バ
コ
を
後
に
、
デ
ジ
ャ
ブ

坂
か
ら
九
十
九
折
の
岩
陰
を
抜
け
、
堂

ヶ
島
早
川
渓
谷
に
入
る
。
こ
こ
は
日
本

列
島
の
形
成
か
ら
始
ま
る
箱
根
火
山
の

成
り
立
ち
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
ジ
オ

サ
イ
ト
で
あ
る
。
お
客
様
に
少
し
で
も

ジ
オ
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
手
製
の
イ
ラ
ス
ト
を
準
備
し
、
こ

れ
を
頼
り
に
語
り
か
け
た
。
お
客
様
の

納
得
し
た
様
子
、
質
問
、
反
応
か
ら
し

て
四
百
万
年
前
の
箱
根
を
概
略
理
解
し

て
く
れ
た
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
。

早
川
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
渓
谷

歩
き
も
終
盤
、
本
日
の
一
番
の
難
所
で

あ
る
石
段
の
急
坂
に
さ
し
か
か
っ
た
。

お
客
様
の
息
も
徐
々
に
荒
く
な
り
、
休

憩
・
水
分
を
取
り
な
が
ら
ス
ロ
ー
ペ
ー

ス
で
底
倉
温
泉
へ
と
進
む
。
底
倉
で
は

蛇
骨
川 

（
早
川
支
流
） 

の
渓
谷
美
を
感

じ
な
が
ら
足
湯
と
は
違
う 

「
手
湯
」 
に

浸
か
り
、
温
泉
気
分
を
味
わ
っ
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
、
足
元
が
気
に

な
る
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
全
員
が
無
事

に
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
る
。
お
客
様
の 

「
楽
し
さ
の
余

り
、
疲
れ
を
感
じ
な
か
っ
た
。
来
年
も

是
非
参
加
し
ま
す
！
」 

の
言
葉
が
う
れ

し
か
っ
た
。

九
十
九
折
の
デ
ジ
ャ
ブ
坂

イ
ワ
タ
バ
コ
群
生

イ
ワ
タ
バ
コ
の
開
花
時
期
を
狙
い
、

梅
雨
ど
き
の
雨
模
様
を
も
想
定
し
た
企

画
で
あ
る
。
イ
ワ
タ
バ
コ
は
満
開
で
、

一
日
目
は
晴
れ
た
が
二
日
目
は
雨
模
様

と
な
り
、
雨
を
見
越
し
た
雨
天
コ
ー
ス

に
急
遽
変
更
。
悪
天
候
で
も
お
客
様
の

お
目
当
て
は 

「
可
憐
な
イ
ワ
タ
バ
コ
」 

で
あ
る
。

　

今
回
は
箱
根
宮
ノ
下
駅
か
ら
堂
ヶ
島

渓
谷
を
巡
る
ジ
オ
探
索
の
コ
ー
ス
で
あ

る
。
途
中
、
今
が
見
頃
な
イ
ワ
タ
バ
コ

群
生
地
に
辿
り
つ
く
と
、
お
客
様
か
ら

歓
声
が
上
が
る
。
自
分
も
ガ
イ
ド
の
熱

が
上
が
る
頃
だ
。

満
開
の
イ
ワ
タ
バ
コ
の
花
を
観
る
こ
と

が
で
き
、
想
わ
ず 

「
や
れ
や
れ
」 

と
安

　
　
　 
　
今
年
も
見
頃
！

　
　
　
　
　
　

     

　
　
小
菅 

悟
志

企画ガイド

　九十九折の
　　　　デジャブ坂

（イワタバコ群生）

好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
28
日
、
佐
々

木
健
策
氏
の
講
演
会
資
料 

「
総
構
」 

を

小
脇
に
抱
え
た
お
客
様
が
、
小
田
原
駅

西
口
三
省
堂
書
店
前
に
集
い
ま
し
た
。

折
し
も
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

解
放
さ
れ
、
皆
さ
ん
歩
く
ぞ
と
明
る
い

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
私
は
二
番

目
の
出
発
。イ
ン
カ
ム
を
渡
し
な
が
ら
、

参
加
者
の
興
味
個
所
を
聞
き
、
重
点
的

に
紹
介
す
る
場
所
を
決
め
ま
し
た
。

元
少
年
院
の
か
つ
て
の
塀
は
、
総
構

の
土
塁
が
利
用
さ
れ
て
い
た
と
写
真
で

説
明
。
お
客
様
は
「
ウ
ー
ン
」
と
土
塁

の
余
り
の
高
さ
に
感
心
し
き
り
で
し

た
。そ

し
て
、
竜
洞
院
を
経
て
丹
羽
病
院

前
県
道
の
開
通
工
事
中
の
写
真
を
お
見

せ
す
る
。
小
田
原
駅
前
方
面
の
山
手
橋

か
ら
続
く
丘
陵
の
よ
う
な
大
き
な
土
塁

と
堀
が
街
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
自
体
ビ

ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ダ
カ
の
学
校
か
ら
城
下
張
出
に

向
か
う
坂
道
で
、
既
に
汗
だ
く
。
一

休
み
欲
し
い
と
思
っ
た
矢
先
、
民
家

の
門
前
に
真
っ
赤
な
花
の
ボ
ト
ル
ブ

ラ
シ
の
木
を
見
て 「
見
た
こ
と
も
な
い

　
　
　  

難
攻
不
落
の
防
御
線

　
　
　
　
　
　
い
ざ 

総
構
‼

　
　
　
　
　
　

     

　    

飯
塚 

忠
夫

企画ガイド

花
」 

と
花
談
義
に
暑
さ
も
忘
れ
て
盛
り

上
が
り
、
こ
こ
で
給
水
タ
イ
ム
。

　

城
下
張
出
で
は
、
向
か
い
の
荻
窪

丘
陵
の
秀
吉
軍
の
あ
ま
り
の
近
さ
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
山
の
神
堀
切
か
ら
稲
荷
森

へ
向
か
っ
た
が
、
他
の
団
体
客
と
遭

遇
し
時
間
配
分
を
心
配
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
稲
荷
森
の
小
道
に
入
り
、

道
の
半
ば
か
ら
土
塁
の
上
で
す
と
話

し
な
が
ら
歩
く
。
こ
こ
は
四
三
〇
年

位
前
の
土
塁
・
堀
の
地
形
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
と
説
明
す
る
と
感

じ
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

御
鐘
ノ
台
大
堀
切
東
堀
を
で
た
と

こ
ろ
で
、
上
二
重
戸
張
の
虎
口
の
質

問
を
受
け
、
場
所
を
示
し
て
案
内
し

た
と
こ
ろ 

「
切
立
っ
た
崖
の
地
形
に
、

よ
く
造
っ
た
も
の
」 

と
感
心
し
き
り
で

し
た
。

　

そ
し
て
時
間
通
り
に
板
橋
見
付
に

到
着
。
お
客
様
も
無
事
歩
き
切
っ
た

こ
と
に
満
足
そ
う
な
顔
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
か
ら
冷
え

た
ゼ
リ
ー
飲
料
を
頂
戴
し
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

稲荷森
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総
構
海
側
コ
ー
ス
の
特
に
海
岸
線
の

北
条
稲
荷
か
ら
荒
久
台
場
跡
ま
で
の
約

二
km
は
現
存
遺
構
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、

話
を
繋
げ
る
題
材
が
必
要
だ
が
、
引
き

出
し
の
浅
い
ガ
イ
ド
一
年
目
の
私
に
は

難
コ
ー
ス
で
す
。

　

話
題
作
り
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た

時
、
ネ
ッ
ト
で 

「
一
升
石
」 

に
関
す
る

記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
「
一
升
石
」 

と
は
、
京
都
所
司
代
時

代
の
大
久
保
忠
真
公
が
京
都
仙
洞
御
所

の
州
浜
造
営
に
際
し
、
湯
河
原
吉
浜
の

玉
石
を
、
領
民
か
ら
石
一
個
を
米
一
升

の
代
価
で
集
め
て
約
十
一
万
個
も
献
上

し
た
故
事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の 

「
一
升
石
」 

と
い
う
名
前
の

和
菓
子
が
安
斎
小
路
の 

「
右
京
」 

で
販

売
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
早
速「
右
京
」

で
買
い
求
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
色
・
形

は
玉
石
を
模
し
て
あ
り
、ま
さ
し
く「
一

升
石
」 

の
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
和
菓
子

で
し
た
。
更
に
、
店
名
が
北
条
氏
重
臣

の 

「
朝
倉
右
京
」 

の
屋
敷
跡
に
建
て
ら

れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
事
を
知
り
ま
し

た
。

　

事
前
の
勉
強
会
で
、
こ
の 「
My 

引
き

　
　
　  
総
構 

海
側
コ
ー
ス

　「
My 
引
き
出
し
」 を
求
め
て

　
　
　
　
　
　

     
　
　
川
目 

範
男

企画ガイド

出
し
」を
紹
介
し
た
結
果
、関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
予
定
の
時
間
を
オ
ー

バ
ー
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
番
は
五
月
十
七
日
、
佐
々
木
建
策

氏
の 

「
総
構
」 

講
演
会
の
後
、
小
田
原

駅
西
口
か
ら
。
私
は
三
番
目
で
、
一
般

参
加
者
は
単
独
参
加
の
四
名
で
し
た
。

「
出
だ
し
が
肝
心
」 

と
集
中
し
順
調
に

進
行
し
ま
し
た
が
、
一
時
間
程
で
心
配

し
て
い
た
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
。
難

題
の
海
岸
線
で
、
詰
め
込
ん
だ 「
My 

引

き
出
し
」 

を
出
し
ま
し
た
が
、
良
い
反

応
が
得
ら
れ
ず
実
力
不
足
を
感
じ
な
が

ら
、
ほ
ぼ
時
間
通
り
に
板
橋
見
付
に

ゴ
ー
ル
。
で
も
、
解
散
時
に
は
皆
様
か

ら
元
気
よ
い
挨
拶
と
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
難
コ
ー
ス
を
無
事
終
了
し
た

安
堵
感
と
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
難
し

さ
を
感
じ
た
ガ
イ
ド
で
し
た
。

　京都　仙洞御所　州浜

　
中
村
郷
の
豪
族
中
村
一
族
は
頼
朝
挙
兵
に
一
族
挙
り
加

担
し
た
が
大
河
ド
ラ
マ 『
鎌
倉
殿
の
十
三
人
』 

で
は
土
肥

實
平
が
端
役
で
少
し
出
る
だ
け
で
期
待
外
れ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
挙
兵
に
参
加
し
な
か
っ
た
中
村
荘
司
平
宗
平

の
年
齢
を
推
考
し
て
み
た
い
。

　
宗
平
の
父
は
承
暦
三
年 （
一
〇
七
九
） 

八
月
に
為
季
に

殺
害
さ
れ
た
笠
間
押
領
使
の
景
平
が
通
説
で
あ
る
。
三
浦

和
田
文
書
に
も
殺
さ
れ
た
の
は
宗
平
の
父
常
宗
と
あ
る
。

斯
様
に
為
季
に
殺
さ
れ
た
景
平
は
常
宗
で
あ
る
こ
と
が
通

説
で
あ
る
。

　
仮
に
宗
平
誕
生
を
父
常
宗
が
殺
害
さ
れ
た
承
暦
三
年
と

す
る
と
没
年
の
建
久
六
年 （
一
一
九
五
） 

か
ら
逆
算
し
て

享
年
は
百
十
六
歳
で
あ
る
。
頼
朝
挙
兵
の
治
承
四
年 

（
一
一
八
〇
） 

の
時
は
百
一
歳
で
出
兵
は
覚
束
な
い
年
齢

で
あ
る
。

　
宗
平
が
歴
史
に
初
め
て
登
場
す
る
天
養
元
年 

（
一
一
四
四
） 

の
大
庭
御
厨
乱
入
事
件
当
時
は
六
十
五
歳

で
血
気
盛
ん
な
老
人
で
あ
る
。
承
暦
三
年
以
前
の
誕
生
で

あ
れ
ば
人
間
の
寿
命
の
限
界
百
二
十
歳
を
超
え
る
ギ
ネ
ス

物
の
年
齢
で
夢
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

中村宗平年齢考
ＯＢ会コラム

榎本保美

　

こ
の
度
、
右
記
の
よ
う
に 

「
Ｏ
Ｂ

会
コ
ラ
ム
」 

と
題
し
、
当
ガ
イ
ド
協

会
を
勇
退
さ
れ
た
先
輩
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
十
五
年
度
に
入
会

し
、
同
二
十
二
年
度
か
ら
二
期
四
年

に
渡
り
第
三
代
会
長
を
勤
め
ら
れ

協
会
に
貢
献
さ
れ
た
、
榎
本
保
美

さ
ん
の
ご
寄
稿
で
す
。

 急 募‼
―― 企画・編集委員 ――

OGO（当誌／季刊）の制作に
従事していただきます

　　・経験値の有無 不問
　　・それなりの PC スキル
　　・そこそこのリテラシー
　　―― OGO に新風を ……

ガイド協会員の方へ

＊ご興味のある方は
　 編集委員にお声掛けください
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「
根
城
」 

と 「
縄
文
遺
産
」 
を
旅
の
目
的

と
し
て
、
相
棒
と
二
人
で
東
北
北
部
に
出

か
け
ま
し
た
。

ま
ず
、盛
岡
駅
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、

一
戸
町 

「
御
所
野
縄
文
遺
跡
」 

へ
。
八
百

棟
を
超
え
る
竪
穴
建
物
跡
な
ど
が
発
見
さ

れ
た
場
所
で
、
復
元
さ

れ
た
竪
穴
建
物
、
掘
立

柱
建
物
な
ど
が
、
縄
文

時
代
の
想
像
を
掻
き
立

て
て
く
れ
ま
す
。
隣
接

の
博
物
館
に
は
、
夥
し

い
数
の
発
掘
さ
れ
た
土

器
・
土
偶
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
今
ま
で

の
縄
文
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
す
る
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
出
会
い
で
す
。

次
に
八
戸
市 

「
是
川
縄
文
館
」 

へ
。
数

多
く
の
土
器
な
ど
の
遺
物
が
、
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
内
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
中
で
も
漆

を
塗
ら
れ
た
土
器
な
ど 

「
漆
塗
文
化
」 

の

高
い
技
術
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
特
別
室
に

は
国
宝 「
合
掌
土
偶
」 

も
。　

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
／
わ
た
し
の
城
旅 

⑰

　「
根
城
」 と 

　
　
　「
縄
文
遺
産
」 を
巡
る
　
　
　

       
吉
岡  

雅
史

縄
文
の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
の
も
頷
け
る
と
、
見
と

れ
な
が
ら
も
早
々
に
切
り
上
げ
て
、
同
じ

八
戸
市
内
の 

「
根
城
」 

へ
。
根
城
は
、
南

北
朝
時
代
に
築
城
さ
れ
、
陸
奥
の
南
朝
方

拠
点
と
も
な
り
、
約
三
百
年
間
存
続
す
る

も
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
廃
城
と
な
り

ま
す
。
見
学
入
口
に
立
派
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。（
一
夜
城
に
も
あ
る
と
い
い
な
あ
）

本
丸
な
ど
８
つ
の
曲
輪
跡
が
あ
り
、
周

り
を
Ｖ
字
型
の
薬
研
堀
の
空
堀
や
土
塁
が

防
御
す
る
構
造
で
、
遺
構
が
良
く
残
っ
て

い
ま
す
。
本
丸
に
は
安
土
桃
山
時
代
の
主

殿
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
城
は
中
世
の
城
で

は
、
初
め
て
復
元
さ
れ
た
城

ら
し
い
。
夕
方
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
ガ
イ
ド
な
し
で
一

時
間
程
の
足
早
な
見
学
に
な

り
非
常
に
残
念
で
す
。　

未
練
を
残
し
つ
つ

今
夜
の
宿
浅
虫
温
泉

「
椿
館
」 

へ
急
ぎ
、
最

終
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
に

滑
り
込
み
。
宿
に
あ

ふ
れ
る
棟
方
志
功
さ

ん
の
作
品
に
魅
了
さ

れ
、
源
泉
か
け
流
し

の
温
泉
、
お
い
し
い

料
理
、
美
酒
を
堪
能

し
、
良
い
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

企画名 日時・集合場所 等 参加費 コース概要

『仇討ちの曽我兄弟』 ゆかりの
下曽我の里を歩く

9/17( 土 ) 9/22( 木 ) 約 3.5km
9 時 ～ 12 時頃

御殿場線下曽我駅集合
800 円

下曽我駅～尾崎一雄文学碑～下曽我駅～尾崎一雄文学碑～
宗我神社～城前寺～雄山荘跡～宗我神社～城前寺～雄山荘跡～

満江御前墓所～別所梅林満江御前墓所～別所梅林

集え！マンホーラー
デザインマンホールを探して…

10/16( 日 ) 10/17( 月 ) 約 3.5km
9 時 ～ 12 時頃

小田原駅西口三省堂書店前
1000 円

小田原駅～おしゃれ横丁～
ダイヤ街～観光交流センター～

かまぼこ通り～郷土文化館～小田原駅

本を片手に文学散歩
北原白秋 ―零落から栄達へ―

10/29( 土 ) ～ 30( 日 ) 約 6.5km
　　29 日：9 時 三の丸ホール
　　30 日：9 時 小田原駅西口

1000 円
北原白秋ゆかりの地

養生館・お花畑・伝肇寺
白秋童謡の小径 ほか

小暮次郎
 「おだわら古き良き頃」 から

11 月後半 予定
「チンチン電車の思い出」 未定

電気鉄道湯本駅発～
板橋旧道～

東電本社 （現東京電力）

【2022年企画ガイド予定】　申込み ・ お問合せ　0465-22-8800

・小田原ガイド協会ホームページでもご案内しております。
・新型コロナウイルスの感染状況等により、 延期 ・ 中止の場合があります。

　【
編
集
委
員
】　

　   

磯
崎 

知
可
子

　   

柏
木 

由
美
子 

       

上 

田   

信 

一

　

西
條 

博
之 

さ
ん

　
福
田
　
忠  

さ
ん

　
あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

【
六
月
以
降
の
退
会
者
】

【
編
集
後
記
】

■
先
ご
ろ
大
リ
ー
グ
エ
ン

ゼ
ル
ス
の
大
谷
選
手
が
投

手
と
打
者
の
二
刀
流
と
し

て
、
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
以
来

の
二
桁
勝
利
・
二
桁
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
成
し
遂
げ
た
。

な
ん
と
百
四
年
ぶ
り
だ
そ

う
。
百
四
年
前
と
い
う
と

大
正
七
年
に
な
る
。

　

こ
の
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
第
一
次
世
界
大
戦
の
さ

な
か
。
前
年
の
ロ
シ
ア
革

命
に
続
き
、
ド
イ
ツ
で
も

帝
政
が
打
倒
さ
れ
た
。
日

本
で
は
平
民
宰
相
原
敬
が

首
相
と
な
り
、
各
地
で
米

騒
動
が
勃
発
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
年
の
三
月

五
日
、
失
意
の
ど
ん
底
に

あ
っ
た
天
才
詩
人
北
原
白

秋
が
電
車
鉄
道
を
降
り
立

ち
、
御
幸
の
浜
の
養
生
館

に
た
ど
り
着
い
た
。（
Ｕ
）

　▲ 常御殿跡 （手前） 
      と 主殿 （奥） 

▶ 

ガ
イ
ド
ハ
ウ
ス
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令和４年度賛助会員令和４年度賛助会員
賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！

賛助会員の皆様にはガイド協会の活動に賛同しご支援を頂いています。
賛助会員の詳細は小田原ガイド協会ＨＰをクリックしてください。

http://www.odawara-gaido.com

■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会　　☎☎ 0465-22-8800 0465-22-8800 ■■

☎ 0465- ☎ 0465-
23-3100朝ドレファ～ミ ハルネ店 42-7375せきしん運輸

080-5465-0066　 鯵 壱 北 條 24-3030田　　　毎

22-3378伊　勢　屋 22-5545田中屋本店

24-0560う い ろ う 22-4128だるま料理店

23-3818魚市場食堂 22-1547欄干橋ちん里う

22-1661江　　　嶋 22-5995露木木工所

22-6238小田原種秀本店 22-4657東  㐂  庵

23-1811小田原箱根商工会議所 22-2078鳥 か つ 楼

22-0251籠　　　清 24-5688菜　の　花

23-1807籠 常 商 店 22-6416箱根屋酒店

22-4328柏木美術鋳物研究所 24-7800小田原早川漁村

23-4741カネタ前田商店 22-5370平 井 書 店

20-4475甘味処　鎌　 倉 24-2479松崎屋陶器店

23-0721居酒屋 金  時 24-2233マツシタ靴店

22-5155食事処 幸　繁 23-0830丸        う

22-2912グリル 木の実 23-1126万 葉 の 湯

24-3161さがみ信用金庫 23-2342柳屋ベーカリー

24-2224志村屋米穀店 22-5637山市湯川商店

22-5051杉 兼 商 店 21-1137山　　　安

22-3520鈴木製餡所 20-0077Ｒ  Ｙ  Ｏ

22-2333鈴廣かまぼこ 【 50 音順 】


